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緒 言

小児の結核においては,と くに初期結核症 の占め る比

率が大 きく,そ の診断には単にX線 所見 のみ ならず,ツ

ベルク リン反応(以 下 「ツ」反 応)自 然陽転時期を知 る

ことが大切 である◎6ヵ 月以内に 自然陽転 した ことが確

実な学童427名 の うち,発 病 した71名 について,発病 の

時期,病 型を調べ ると,陽 転発見時既発病 例 が88.8%

を占めてお り,ま た石 灰巣 出現状況をみ ると十分な期 間

観察 したものでは,非 発病 例か らも9.1%に 肺門部に石

灰巣が出現 した匪)◎これ らの事実は 自然陽転時期を知 る

ことの必要性 を示す ものである。

しか るに近年 「ツ」反応の判定に さい し,色 調 の変化

した覧界不 鮮明な反応が増加 し,判 定に混 乱を起 こして

い ることが指摘 されている2)磁)◎また 「ッ」反応 個人歴

をみ ると 「ツ」反 応がBCG接 種後か な りの動揺を繰返

してのち自然陽転す るものがある。 このよ うな動揺は よ

くみ られる もので,自 然陽転の鑑別に当たつ て障害 とな

るので,そ の原因を把握す ることが必要である。

「ツ」反応発現様 相の変貌については,柳 沢5)が 指摘

して以来,多 くの研 究があるが6)～13),この よ うな現 象の

実態についての解明が まだ十分 とはいえない点 もあ るの

で再検討を行 なつた◎

材料お よび方法

検 討に さい して,な るべ く均一な条件の集団を得 るた

め と確実 な自然陽性者には 「ツ」反応反復 の必要がない

とい う理 由で,確 実な陰性者にBCGを 接種 して得た陽

転時期一定 の集 団を対象 とした。すなわち京都市 内某小

学校学童の左前騰屈側に2回 「ツ」反応 を行ない,い ず

れ も陰性 または疑陽性 の ものを選び,右 前臆屈側に再 テ

ス トを行ない,陰 性 または疑陽性 であ ることを確かめて

のちBCGを 接種 した。接種後1,3,6,12,18,24,

30カ 月に同時に2ヵ 所に 「ツ」反応 を行 ない,24,48時

Table 1. Date and Injection Sites of Tuber-

     culin Tests and BCG Vaccination 

1) Date 

  } 

 April 20, 1959Tuberculin test done in the 
                middle part of flexor side 

 June 1, 1959of left forearm. 

 June 8, 1959 Tuberculin test done on the 

 flexor side of right forearm of persons 

     whose previous two tests were negative 

     or one test negative and another doubtful 

     positive. 

 June 10, 1959 BCG vaccinated on the ex-

     tensor side of left upper arm of persons 

     whose tuberculin reactions were negative 

     or doubtful positive. 

 July 13, 1959 (1) 

 Sept. 14, 1959 (2) 

  Dec. 10, 1959 (3) Tuberculin tests were done                    i
n each time in the new  J

une 7, 1960 (4) , 
                   and repeated sites and   D

ec. 7, 1960 (5) 
                   read at 24 and 48 hours.  J

une 7, 1961 (6) 

  Dec. 5, 1961 (7) , 

2) Injection site 

  Repeated site : 7 cm distal part of the flexor 

     side of the left forearm from the middle 

     of the elbow. 

  New sites 

    (1) 7 cm distal part of the right forearm 
      from the elbow 

  (2) 11 cmll 

  (3) 3 cmll 

(4) 8 cm proximal part of the right upper 
      arm from the elbow 

    (5) 3 cm distal part of the left forearm from 
      the elbow 

    (6) 8 cm proximal part of the left upper arm 
      from the elbow 

    (7) 11 cm distal part of the left forearm 
      from the elbow

Yutaka KOBAYASHI (The Division of Pediatrics of the Tuberculosis Research Institute, Kyoto 

University, Shogoin-Kawaramachi, Sakyo-ku, Kyoto, Japan) : Studies on the Recent Change of the 

Aspect of Tuberculin Reaction in Children. 1. —Kekkaku, 38 (7) : 253-258 , 1963.
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間に判定 した◎すなわち1カ 所 は毎回同一部位,他 の1

カ所 は毎回部位を変更 した。 「ッ」反応 を行なつた 日時

お よび部位は表1の ごと くである。使用 した 「ツ」液は

予研 よ り分与 されたLotNo。17の 旧 「ツ」原液を,使

用前 日0.5%石 炭酸加生理 食塩水にて2,000倍 に稀釈 し

た ものであ り,BCGは 日本 ピーシージー製造株式会社

製,viableu登it263×106の もの0.05辮9を 冷却下に

て調製,左 上騰伸側皮 内に接種 した。

成績および考案

1)反 応の促進お よび増強 について

Table2.TuberculinReactionlMonthafter

BCGVaccination(251cases)
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表2はBCG接 種後1カ 月の 「ツ」反応 である。陽転

率は左右 とも約97%で きわめ て良好であ る。左 右 の 成

績 を比較す ると,24,48時 間値いずれにおいて も,陽 性

率,硬 結触知率 その他 の点で近似の値を示 している。

表3(a)お よび図1は,右 前騰 において24時 間値 と

48時 間値 を比較 した ものであ る。表3(a)で は,分 け方

が大 まか なので両者が一致す るものが多 くな り,明 らか

な傾 向が現われに くい うらみがあ るが,両 者が一 致 しな

い ものをみ ると,対角線 よ り左 下すなわち24時 間値 のほ

うが強い ものはわずかに計4例,右 上すなわち48時 間値

のほ うが強 いものは計37例 であつて,反 応が24時 間か

ら48時 間にかけて増強す る傾向を表わ して い る。 図1

は発赤径の比較で,対 角線 よ り右側に分布す るもの,す

なわち48時 間値のほ うが大 きい ものが多数を占 め て お

り,同 じ傾向を表わ してい る。左 前鱒の成績で も,同 じ

く24時 間か ら48時 間にかけて増強す る傾向が認あ られ
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Table3.TuberculinReaction,1Month

afterBCGVaccination
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る(表3(b),図 は省略)。 表3(c)お よび 図2は24時 間

値 による左右 の比較 である◎表3(c)で は左右 の値 がほ

とんど一致 してい る6図2で も対角線を中心に狭 い範 囲
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Fig.1.C◎mparisonof24and48HourValues

inErythemainRightForearm(1month)
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に分布 していて左 のほ うが大 きい もの,そ の逆 のものは

ほぼ同数であ る。48時 間値 に よる左右 の比較で も(表3

(d),図 は省略),や は り左右 の成績がほぼ一致 している。

要す るにBCG接 種後1カ 月の成績では,部 位 差がな

く,24時 間から48時 間にかけて増強す る普通 の 「ツ」

反応の型を示 している。

次にBCG接 種後3カ 月 の成績について述べ る◎この

場合1カ 所 は前 回と同一部位に反復,1カ 所 は部位 を変

えて新 しい部位 に 「ッ」反応を行なつている◎

まず初回部位 での24,48時 間値の比較は(表4(a),

図は省略),1カ 月の成績 と相似であ る。 しかるに反 復

部位の成績では(表4(b)お よび図3),初 回部位 とは逆

に24時 間値のほ うが圧倒的 に強 く大 きい。 すなわち24

時間か ら48時 間にかけて減 弱す ることが明 らか で あ つ

て,反 復に よつて反応 の出現が早 くな る・いわゆる促進

現象が起 こつた ことを示 している。 表4(c)お よび図4

は,24時 間値で初回部位と反復部位 を比較 した も の で

あ るが,反 復部位のほ うが著明に強 く大 きい。 このこと
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Table4,TuberculinReaction,3Months

afterBCGVaccination

(a)Comparisonof24and48hourvaluesinnew

site
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は 「促進現象に よつて,反 復部位では反応 の極期が24時

間付近 に移動 したため,極 期 が48時 間付近 にあつ て,

24時 間判定時には まだ増強の途上にあ る初回部位の反応

との間 に差を生 じた」とい うことに よつて一応説 明で き
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Fig.3.Comparisonof24and48耳ourValues

i捻ErythemainRepeatedSite(3months)

Fig.4.ComparisonofInjectionSitesi識

Erythemaat24HourValue(3months)
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New

る。 しか しそれだけな らば,48時 間 ではむ しろ24時 間

と逆 の関係を生 じるはずであ るが,表4(d)お よび図5

のごと く,48時 間では24時 間ほ ど著 明な部位差は な く,

初 回部位 のほ うがい く分大 きい程 度である。 このことは

反復 によつて反応の促進が起 こるとと もに増強 も起 こつ

た ことを想像 させ る。そ こで発赤径 につ いて,各 部位 と

も24,48時 間値の うち大 きいほ うをとつて,初 回 部 位

と反復部位を比較す ると(図6),反 復部位 のほ うが 圧

倒的に大 き く,や は り反応の増強が起 こつている ことを

示 すものと考 えられ る。

以上 のよ うに3カ 月 目の反復部位では,反 応 の促進 と

増輸が箆 こつた。 》ころで この窯験の対象の約半数は,
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Repeated

以前 に左前騰屈側に数回ない し10数 回 「ツ」反 応を受け

てお り,こ れ らの部位は今回の反復部位にほぼ一致 して

いるか ら,も しそれ らの 「ツ」反応が影響す るとすれば

当然BCG接 種後1カ 月の 「ツ」反応において,な んら

かの左右差 を生 じるぺ きである。 しか し上述 のごとく,

ほ とん ど左右 差が認 め られ なかつ たことか ら,陰 性時に

はた とえ同一部位 に「ツ」反応 を反復 して も,陽 転後のそ

の部位の 「ツ」反応 に実際 の判定上認 め うるよ うな影響

は与えないと考えるぺ きである。す なわ ち本実験におけ

る1カ 月 目の 「ツ」注射部位は いずれ も初回部位 とみな

し うる。3カ 月 目の反復 部位 では著明な変貌 が 起 こ つ

た。 したがって前回陽性 に出た部位に 「ツ1反 広 ウ痘復
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す ると,そ の反復第1回 か ら反応 の促進 と増強 が起 こる

こ とを示 している。

以後 の各検査時 の成績 も同様であつて,反 復 部位 にお

け る反応 の促進 と増強は常に認め られ たが図表 は省略 す

る。

2)反 応色調 の変化("L"反 応)に ついて

最近の 「ツ」反応 の判定において,従 来の鮮 紅色境 界

鮮 明な発赤 と異な り暗赤色,褐 色,朽 葉色な ど種 々の色

調を呈 し,多 くは境界不鮮明な見に くい反応 が増加 して

きた。前田 ら3)はこれを"K"反 応 とよんでい るが,わ れ

われはは じめて この変化に気付 いたと きの色 調 で あ る

1ividrδtlichの"L"を とつ て,"L"反 応 と名付けて報

告 し2),日 常 の記載に使用 してい るので ここではこ の 名

称 を使用す る◎"L"反 応 が 「ツ」反応 の反復 と関係のあ

る特異的反応であ り,BCG接 種 者に多いことはすでに

報 告 した2)が,さ らにその意義 につ いて若干の追加を行

な いたい◎

Fig.7.TheAppearaaceof``PReactionat

48HourReadingsbytheRepetitionof

TuberculinReactionin

theRepeatedSite

反応はほ とん ど認め られなか つた(図 省略)。

しか し自然陽性者に"L"反 応 が少ない ことは 日常 経

験す るところであるので,10名 の結核患者の左 右前脾 屈

側中央に 「ツ」反応 を行 ない毎 日観察 してみた◎左 前騰

は反復部位,右 前脾 は初回部位に当た るっ表5の ごと く,
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図7にBCG接 種後1年 までの各検査時の反復部位に

お いて"L"の 色調を呈 した ものの頻度 を示 した◎ 図 の

硬 結触知率 を示す線 よ り上 の斜線 の部分は,硬 結 がない

陽性すなわ ち(十)で"L"の 色調を呈 した もの,下 の斜

線の部分は硬結を伴 う陽性 すなわ ち(粋)で"L"の 色調

を呈 した ものの頻度を示 している◎ 反復部位 で はBCG

接種後3カ 月か ら"L"の 色調を呈するものが多数 出現

し,(+)で は約75%が"L"反 応である。6ヵ 月(反

復 第2回)で は,(十)は 全例,(什)で も約75%が"L"

の 色調を呈 している。 これに対 して初 回部位では,"L"

初回部位 では2日 目に もつ とも強い反応を示 し,10例 中

9例 が二重発赤 で,以 後 しだいに減弱 した。これに伴つ

て5日 目か ら"L"の 色調 を呈す るものが現 われ て,以

後増加 する。反復部位では1日 目に もつ とも反応が強 く,

以後減 弱す るが,減 弱が早いのに応 じて"L"反 応 も早

くか ら出現 し増加す る。 すなわ ち"L"の 色調の出現は

「ッ」反応 の減弱消失 と関係があると考 えられ る。反復

部位 では反応が早期に出現 し早 期に減 弱消失す るために,

48時 間判定時では消失前とな り,"L"の 色調が観察 され

るので あろ う。 しか し反 応が強 い場合は持続期間 も長 く,

たとえ反復部位であつて も,48時 間では まだ観察 しがた

い場合があろ う。また初回部位 でも反応が きわめて弱 く

持続が短い場合は"L"反 応を呈 することがあ りうるわけ

である◎ したがつ て"L"反 応は反復部位 でBCG陽 性

者に多 くみ られ るが,自 然陽性者においても反応が弱い

とか促進の程度 が強ければ,48時 間判定で認め られ るの

であつて,本 質的にはBCG接 種 の有無や,反 応の強 弱

等と関係が ない といえ る◇

なお"L"反 応 の頻度が3カ 月か ら6カ 月にかけ て 増

加 していることは,促 進 の程度が反復第1回 か ら第2回

にかけ て増強す ることを示 してい ると考えられ る。

結 論

陽性部位へ の 「ツ」反応反復によつ て,反 応の促進 と

増強,お よびわれわれが"L"と 名付けた色調の変化 が

起 こる。

1)陰 性時に 「ツ」反 応を反復 して も,陽 転 後の 「ツ」



反応に彰響 しない。

2)陽 性部位 に 「ツ」反応 を反復す ると,反 復第1回

か ら変貌が起 こ り,反 復 第2回 にかけてその程度が

増加す る。

3)"L"の 色調はrツ 」反応減 弱消失前に起 こる色調

の変化 と考え られ,48時 間判定 では,反 復部位の弱

反応に多 くみ られ る◎

本論文 の要 旨は第25回 日本結核病学会近畿地方会(昭

和37年6月18日)特 別講 演で発表 した。

参 考 文 献

1)小 林裕 他:日 本小児科学会誌,66:477,昭37(会

報).

2)斎 藤斉 他:京 都大学結核研究所紀要,5:230,昭32.

3)前 田道 明 ・小 山 寛 二 郎:【 胸 部疾 患,11:1219,29q

昭32.

4)本 沢 繁 二 郎:日 本 小 児 科 学 会 誌62;1297,1607。

昭33.

5)柳 沢 謙:公 衆 衛 生 学,第2輯:498,昭23・

6)鈴 木 寛 二日結,7:492,昭2a

7)前 田鍵 次:結 核 研 究 の 進 歩,7:221,昭29・

8)  Halkjaer-Lassen et al.: Bull, WHO, 12 : 197, 

  1955.

9)寺 田幾 蔵:結 核,31:290,333・397・ 昭31・

10)池 上 宗 直:結 核,31;338,404,459,531,昭3L

11)松 島正 視 他:臨 床 内科 小 児 科,13:111,昭33.

12)庭 地 大:結 核,34:775,838,昭34.

13)庭 地 大:結 核,35:45,昭i35.

 Studies on the Recent Change of the Aspect of 

Tuberculin Reaction in Children. 

  1. On the accelerated and augmented reaction, 

and the change of the color tone of the reaction. 

  Tuberculin reaction was successively examined 

intracutaneously using  2,  000 times diluted old tuber-

culin 1, 3, 6, 12, 18, 24 and 30 months after BCG 

vaccination in school children. The tests were 

done in two sites simultaneously in each time: one 

test was given in the same site during the entire 

period of the experiment and the other was done 

always in a new site. The results were read after 

24 and 48 hours. 

 1) On the repeated sites the reaction appeared 

and decreased its intensity faster than the new 

sites (accelerated reaction). Also the reaction was 

stronger in the repeated sites than in the new sites 

(augmented reaction). 
 2) Both accelerated and augmented reactions ap-

peared at the first repetition in the same site and 

at the second repetition the grade of acceleration

and augmentation became stronger than at the first 

repetition. 

 3) Tuberculin tests done in negative stadium doa 

not influence the mode of the reaction after the ac-

quisition of tuberculin allergy. 

 4) The reaction of which the color tone was not 

so fresh red as was formerly seen being either livid 

red, pale brown or only pigmented and so on, and 

the margin of the reacted area was difficult to dis-

tinguish from the unreacted area was named as "L"' 

reaction. "L" reaction appeared markedly even, 

at the first repetition and then its appearance rate. 

greatly increased at the second repetition and more 
than 90 % of the reaction had "L" color tone. It: 

may be said that "L" color tone appears just be-- 

foret he tuberculin reaction decreases and then disap-

pears with the lapse of time, and in the repeated 

site it is observed as early as at 48 hours because 

the accelerated tuberculin reaction disappears fast-

er_


